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研究背景

PBL（Project-Based Learning）や探究型学習では、学習者の主

体性および自己調整学習（Self-Regulated Learning）が学習成果

に大きく影響する[1,2]。特に、学習計画や振り返りを適切に行えない場

合、自己効力感の低下を招き、学習の停滞につながることが指摘され

ている。一方で、教員による個別・対話的な学習支援は自己効力感の維

持・向上に有効であるが、学習者数が多い学習環境では、常時・継続的

な個別支援の提供は困難である。
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研究体制

LLMを用いたチャットボットによる自己効力感を高める
学習活動の対話的調整支援

提案手法

学習支援システム上にLLMチャットボットを組み込む[5,6]。 LLMチャッ

トボットは、学習者の学習計画振り返りに対話的に介入し、学習者の状

態に応じて自己効力感を最適化するため学習目標の具体化、および、

焦点、方略の調整について提示を行う。

既存研究と課題

既存の学習支援システムやデジタルツールは、学習計画の立案支援、振

り返り記述の促進といった支援について一定の有効性を示している[３，

４]。しかし、学習者の自己効力感の調整に着目し、学習者個々の状態に

応じた対話的・適応的支援については、十分な検討が行われていない。

研究目的と2つの焦点

自己効力感を考慮した個別・対話的学習支援の自動化が目的

LLM（大規模言語モデル）を活用した学習支援の新たな可能性を検討

1. 学習計画および振り返りの場面において、学習者の自己効力感を高

めるために有効な要因および対話プロセスとは何か？

Ø 教員と学習者の実際の対話事例を分析し、自己効力感を高める有

効な要因対話構造学習要素の調整方法を抽出する。

2. それらの要因や対話プロセスを実装したLLMチャットボットは、学習

支援の自動化を実現できるのか？

Ø 本研究では、LLMを単なる回答生成記述支援ツールとしてでは

なく、自己効力感を調整する対話プロセスの担い手とする。
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学習計画の個別調整

1. 学習目標の細分化・具体化 ： 実行可能な近い目標設定を支援

2. 学習焦点の明確化    ： 学習ポイントと興味・関心付けを支援

3. 学習方略の選択     ： 学習方法の提案、選択を支援
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